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本日の内容

・⻄鉄グループ バス事業のご紹介
・課題と将来ビジョン（MaaSに取り組む背景）
・AI活用型オンデマンドバス「のるーと」
・マルチモーダルモビリティサービス「my route」
・中型自動運転バス実証実験
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⻄鉄グループ バス事業の概要

【営業エリア】福岡都市圏、北九州都市圏、福岡県下など
【乗合台数】 ⻄鉄1,616台 グループ会社919台
【輸送人員】 19,480万人

※⻄鉄バスグループ…⻄日本鉄道、⻄鉄観光バス、⻄鉄バス北九州、⻄鉄バス久留⽶、⻄鉄バス⼤牟⽥、
⻄鉄バス佐賀、⻄鉄バス筑豊、⻄鉄バス宗像、⻄鉄バス⼆日市、日⽥バス、
⻲の井バス 計12社 (2020年4月1日時点)

(2020年度実績）
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コロナ後の公共交通 危機と好機

▲運転⼠の不⾜
• もともと進⾏していたがコロナで拍⾞
• ⾜元は減便で充⾜、コロナで採⽤⼒低下、4年後から顕在化か

▲移動ニーズの量は回復、質は変化
• イベント、旅⾏など「⾏きたいから⾏く移動」が回復
• 公共交通は密イメージ・不便ゆえ避けられマイカーや⾃転⾞に移⾏

◎全世代がデジタルに順化（否応なしにさせられる）
• 生活者も観光客も大多数がスマホ所持、5G普及
• 移動ニーズにマッチした商品と情報を提供できれば公共交通にも商機

◎脱炭素の世界的潮流
・ ただし、「空気」を運んでいてはダメ

⇒ ①輸送モード（弊社にとっては事業形態）の最適化
②モード間・目的地連携と顧客コミュニケーションの強化
③データ収集・活用基盤の整備
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（西日本鉄道 2020.9.1現在）

(歳)

⻄鉄バス運転⼠の年齢別在籍人数

合計2,393人
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公共交通ネットワークの将来ビジョン
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AI活用型オンデマンドバス「のるーと」

壱岐南のるーと使用⾞両
トヨタ「ハイエース コミューター」
ディーゼル、10人乗り改造
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地域にこのような課題はありませんか︖

⾃治体
・路線バス・コミバスの利⽤が

伸びず補助⾦がかさむ
・住⺠から「運賃100円がいい」

と言われるが超赤字
・「うちの地区にもバスを通して」
「本数増やして」と言われるが

リソースは限界
・バス（交通）計画を⽴案・運

⽤する人材がいない

地域住⺠
・バスの⾏先や本数が少ない、

遠回りで時間かかる
・バス停まで遠く、急坂で

歩けない
・タクシーを呼んでもなかなか来
てくれない、毎日使うには高い
・送迎する/されるのが負担

・便利な交通サービスがないと
この先の生活が不安で

免許返納できないバス事業者
・バス運転士のなり手がいない

・定年を迎えた運転士が会社に残っ
てくれない（送迎バス等へ転職）
・大きなバスで空気を運び効率悪い

・補助⾦は受給できているが
⿊字にはなっていない

・補助⾦がもらえない赤字区間が
多数存在する

・バス事業の継続性に不安
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「のるーと」が課題解決できるかもしれません

⾃治体
・コストを下げられるので

補助⾦を減らせる
・サービス向上を理由に
運賃を適正化できる
・運⾏ルートや便数設
定で悩む必要がない

・限られた人材と財源を
有効活⽤できる

・地域の魅⼒が上がる

地域住⺠
・乗りたいときに乗れる
・⾃宅や目的地の近く
から乗れる、必ず座れる

・いろんな目的地へ
スムーズに⾏ける

・100円じゃなくても路線
バスより便利だから納得
・送迎する/される負担

から解放
・免許返納しても安心

交通事業者
・運転士が⾒つかる（シニア、⼥性、

地域密着型人材）
・浮いた大型2種運転士を有効活⽤

できる
・お客さまを効率的に運べる
・新たなお客さまを発掘できる
・事業性と持続性を保てる

・乗用⾞サイズで運転が楽
・ナビに沿って運転するだけ
・小回りOK、ルート⾃在
・AIが⾃動で案内・配⾞
・リクエストに応じて走るの
でムダがない
・⼤型路線バスより経費小
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⾞両、タブレット、乗り場目印、PCがあれば運⾏できます

交通系ICカード対応運賃箱

路上シート（乗降場所目印）

タブレットによるダイナミックナビ

電話予約受付オペレータ
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どこにAIを使っている︖

他地域への展開

…AIを活⽤した機能

AIによる⾼精度・⾼密
度の乗り合わせが、お客
さま・運転⼠への正確な
案内と輸送効率化（＝
利用者数拡⼤）に効く
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「のるーと」が効くかもしれないパターン

□ 駅や役場を起点に⻑く複雑な周回ルートで運⾏しているエリア、または交通空⽩・不便地
→需要のある地点・時間だけ効率よく運⾏

□ 「バス⾞両（定員30人以上）」を使っているが、便当り数人しか乗ってない
→⾞両を⼩型化、台数削減、運転士人材確保（大型2種→普通2種）の可能性

□ バスルートから離れたところにも発⽣地（住宅）や目的地（病院、集客施設など）がある
→台数を維持したまま乗り場を増やすことでお客さまの利便性が向上

（駅、役場など）

×

×

× ×

数平⽅キロ〜10数
平⽅キロ、面状に広
がる区域が適する。
（道路形状、渋滞
状況、運⾏台数、運
賃、運⾏時間帯にも
よるので一概には言

えません）

薄く広く広がる輸送
需要を小刻みなピス
トンや同一⽅向の乗
り合わせで効率良く

運ぶのが得意
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2018年3月 ⻄鉄・三菱商事でオンデマンドバス（ODB）の検討開始
12月 カナダSpare Labs社を技術パートナーに選定

⇧当時の国内外主要ベンダー10数社を比較検討のうえ

2019年3月 実施主体としてネクスト・モビリティ社設⽴
Spare Labs社に三菱商事が出資・役員派遣

4月 ①福岡市アイランドシティ地区にて実証運⾏開始
（運⾏継続中。延べ8万人以上の乗客を輸送）

2020年6月 全国のお客様へのソリューション提供型事業を開始
②福岡市壱岐南地区での実証運⾏開始

11月 ③⻑野県塩尻市での実証運⾏実施（無償、1か月間）
2021年3月 ④福岡県宗像市での実証運⾏開始

⑤大阪市（大阪メトロ）MaaSアプリ向けシステム提供開始
10月 ③⻑野県塩尻市での実証運⾏実施（6か月間）

「のるーと」取り組みの経緯
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①福岡市⻄区
壱岐南地区

福岡市東区
アイランドシティ地区

②福岡県宗像市
⽇の⾥地区

⼤阪市
平野区

⻑野県
塩尻市

導入エリア
（全国5か所）

地図出典：Google
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8:30 〜 18:30 （⾞両1台、乗客定員8人）運⾏時間

・大人 300円
・⼩児(6歳以上12歳未満)、障がい者 150円
・未就学児（1歳以上6歳未満） （※）無料

※同伴1名につき2名まで。3人目以降は⼩児運賃適⽤
・路線バス乗り継ぎポイントサービスあり
・各種割引施策有り

運賃

スマホアプリ、または電話予約受付

運⾏事業所 ⻄日本鉄道（株）壱岐⾃動⾞営業所

決済⽅法
クレジットカード、nimoca等交通系ICカード、現⾦

※クレジットカードはアプリ上での支払
（5,000円プリベイドチケット、回数券等も有り）

2020年6月1日〜運⾏開始

利用者 平日1日70名程度の送客を目標

予約⽅法

【リアルタイム予約】
乗りたい時にリアルタイムで配⾞予約をする⽅式
【事前予約（乗⾞時間指定）】
事前に乗⾞したい時間を指定し、予約をする⽅式
（3日前から直前まで予約可）

エリアの概要

■ 乗降拠点38箇所
■ エリア面積約3㎢

■ 郊外⾼齢住宅地
■ 対象人口0.7万人

導入事例①福岡市⻄区「壱岐南のるーと」

福岡市の補助はなく、運賃と地域スポンサーからの広告協賛を原資に実証運⾏中
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平⽇40人、土曜20人、⽇祝15人を1台で輸送
4/25～6/20
緊急事態宣言

250

200

150

100

50

0 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

300

1/14～2/28
緊急事態宣言

6/21～7/11
まん延防止等
重点措置

8/2～8/19
まん延防止等
重点措置

8/20～9/30
緊急事態宣言

指標 実績
平均待ち時間（21年10月度） 13.4分（中央値は7.9分）
予約⽐率（同上、アプリ:電話） 4:6
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同⽅向の需要を乗り合わせながら、フレキシブルに輸送

②

Aさん

Aさん

Bさん

Bさん

Cさん

Cさん

Dさん

Dさん

Eさん

Eさん

Fさん

Fさん

Gさん

Gさん

Hさん

Hさん

乗⾞
乗⾞
乗⾞
乗⾞
降⾞
降⾞
降⾞
降⾞
乗⾞
乗⾞
降⾞
降⾞

降⾞

降⾞

乗⾞

乗⾞

駅
商業施設

住宅地

バス拠点
商店街

病院

病院

【参考】アイランドシティでは1日1台で79人の輸送を行った実績あり。
車は小さくても輸送能力は十分にあります。

2020年8月12日（水）10:30時点の予約状況

10人

アイランドシティ 2019年12月31日（火）の時間帯別利用状況

② 約800m



17

文書

文書

23人が年間100回以上ご利用、地域の⾜として定着
ID 総乗⾞回数

21e66885-28b4-4d94-8da3-738d8b90b239 786
e7957764-5e95-4e4f-bce7-c4bba63beead 378
1597ad09-51e6-4947-8008-faf6f629b69c 350
50d44657-c905-443b-967f-85fcf0072418 321
0a55c539-80db-4f55-a237-9d6bb4b374a6 273
5c21c609-dc94-4b4c-bf25-40cd8fcc7727 246
60f1cdc6-35ac-4775-bdd0-bd2da5a47e39 217
cf621de6-b31b-4b26-9074-dc3f11db769c 211
a20ce2e1-660e-45e8-8f32-5b8ada7736eb 202
f17d9851-c90d-4c51-8f0d-47358be81da9 178
6b10d7d6-bca9-4256-bdf1-d0f29571f451 171
bbe8e1df-36d1-42a6-b4c9-4179bbff878b 165
367d37df-f21b-44a0-a32e-5f5a18cc7335 148
f18658b8-6592-4507-8a55-811cdd93a443 144
415019dd-d230-4098-ab35-38a042c481a2 135
2f06b36f-a514-4f0c-9851-a14cb9b6bb19 133
c1a58e87-3f8c-4eda-84da-f820fa69b48e 131
49c8d06f-2dab-408a-84d9-142c24b1d008 121
a17fbfdc-58ed-4d4d-996a-9d1be9ff4080 116
67d67112-0925-4825-b361-b7c977be25a0 116
1d2be67b-59cf-4550-9c4b-544382a91b5a 109
a15233df-3a3f-4c08-914f-6e09371a5106 106
059ca35b-7c5b-4927-84e8-cb0752b34bf7 103
faf5dc38-859e-40ac-ae2f-89909878b20b 97
6e05903b-19b7-4e46-a826-ecba3e3b6034 95
46fc7aa3-a111-4990-a1d5-e7c5662b1096 94
90a2400a-4366-443b-abb5-8ebd0370b30d 78
50c81b30-f61e-44a9-a169-f5b902c9950b 77
319e13c7-1c1b-455a-9200-56faf4d03638 62
2fef2ffb-36c2-4ac6-88d7-eb304bacd385 59 2020年6月〜2021年5月迄の乗⾞数TOP30を抽出

支払い手段は交通系ICカードが8割。

病院や商業施設の玄関前までお運び。



18

文書

文書

利用者像（観察分析）

性別 ⼥性︓男性
8  ︓ 2

年齢層 65歳未満︓65〜79歳︓80歳以上
3 ︓ 6 ︓ 1

予約
手段

アプリ
3

アプリ 1
スマ電 3
ガラ電 2

ガラ電・固定電
1

サービス概要、予約⽅法、スマ
ホ・アプリの使い⽅、スマホ切り
替えのススメを集会所や公⺠館
で地道に説明したいところ、コロ
ナ禍でなかなか実施できず。

⇒10月から説明活動を強化

アクティブユーザ数（10/31現在）
525人

目標︓1,000人
（地域にお住いの⾼齢者
約3,000人の1/3が登録
しているイメージ）
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壱岐南のるーと 評価と課題
項目 循環ミニバス 壱岐南のるーと 評価

平均待ち時間 60分間隔 13分（中央値8分）
事前予約機能あり

〇〜△
予約の手間

平均乗⾞時間 15分 8分 〇

バス停数 26 38 〇

地域スポンサー数 5者 9者 〇

バス停施設 バス停、時刻表
路線図、ダイヤ作成

目印のみ
ダイヤ作成不要

〇

利⽤実績集計 運転士による計測、
手集計

⾃動化 〇

1日当り利⽤者数
コロナ前
コロナ後

平45 土45 日30
平30 土25 日20

（運⾏実績なし）
平40 土20 日15

△コロナ終息に
合わせ週末利⽤
促進策を検討中

利⽤経験者数 不明 525人
（対象人口の約7%）

△地域と周知浸
透策を検討中
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3つの課題と打ち手
• 「使い方が分かりにくく尻込みしてしまう」

– チラシを配っただけでは利⽤につながらない
– 無理にスマホを推さない
– 土曜・日祝日も電話受付（高速バス予約Cを活⽤）
– 地道な地域説明会
– 公⺠館、ケータイショップ「スマホ教室」との連携

• 「呼んでもすぐに来てくれないことがある」
– 平日の予約断念率は当初10%前後だった
– 断念は1日に3回ある運休（休憩）時間帯に発生
– 運転士乗り継ぎで運休時間帯を解消⇒断念率が約4%（1日1件程度）まで低下
– 事前予約機能の周知

• 「目の前にいる『のるーと』に乗りたいが予約
しないと乗れない」
– システムは対応しているが、あえて使っていない
– 「予約なしでも⼿を挙げれば乗れる」という認識が広がると運営・運⾏に⽀障
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運⾏時間

・日の⾥地区内(宗像ユリックス含)   200円
・日の⾥地区⇔レガネット東郷店 300円
・日の⾥地区⇔医師会病院 400円

※⼩児・障がい者は半額、未就学児は無料（ただし、同伴
1名につき2名まで。3人目以降は⼩児運賃適⽤）

運賃

スマホアプリ、または電話予約受付

運⾏事業所 新星交通（有）、⻄鉄宗像タクシー（株）
（宗像市と運⾏事業者の間で運⾏協定を締結）

決済⽅法 クレジットカード、nimoca等交通系ICカード、現⾦
※クレジットカードはアプリ上での支払

2021年月3月1日〜2023年3月31日運⾏開始

利用者 平日150名/日程度の送客を目標

予約⽅法

【リアルタイム予約】
乗りたい時にリアルタイムで配⾞予約をする⽅式
【事前予約（乗⾞時間指定）】
事前に乗⾞したい時間を指定し、予約をする⽅式
（3日後の予約まで対応可能）

実証実験実施エリア

■ 乗降拠点約65箇所
■ エリア面積約5㎢

■ 郊外⾼齢住宅地
■ 対象人口1.2万人

導入事例②福岡県宗像市「宗像のるーと」

平日 6:00 〜 21:00 / 土日祝 6:00〜18:00

トヨタハイエース、1〜2台、乗客定員8人⾞両

宗像市・URによる団地再⽣の取り組みと連動
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21年3月31⽇ 路線バス廃止⇒宗像のるーと転換

平⽇約140人（2台運⾏）、土⽇祝⽇約50人（1台運⾏）のご利用
※21年10月度
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路線バス、AIオンデマンドバス、乗合タクシーの使い分け

路線バス（コミバス） AIオンデマンドバス 乗合タクシー
⾞両サイズ ⼩型（30人）〜

ジャンボ（10人）
同左（ただし、⼩回りの
利点を生かせるのはジャ
ンボ以下）

ジャンボ（10人）〜
セダン（5人）

乗降場所の数 バス停
1系統当り20〜30

ミーティングポイント
1エリア当り40〜100

ドアツードア
無制限

得意な運⾏形態 ・運⾏ルート沿いの需要を
拾う
・通学など同時同場所への
大量輸送

・一定のエリアに薄く広が
る需要を拾う（30〜
100人/台・日）

・少量の需要を拾う（5
〜20人︖/台・日）

運賃イメージ 100〜200円 200〜400円 200円〜500円

「AIオンデマンド交通」には「バス型」と「乗合タクシー型」がある
・地域事情（運びたい人数、確保できる運転⼠数、目標収支率など）に合わせ選択

AIオンデマンドバスは決して万能ではない
・⼤量輸送は苦手、予約の手間、必ずしも希望時刻に配⾞されない

⇒地域住⺠に特性をよく理解していただく必要あり

新たな選択肢

AIオンデマンド交通



24

文書

文書

【妄想】AIオンデマンドバス×地域⾼齢者の⾒守り機能

AIオンデマンドバスを運営することで、利用者（≒地域⾼齢者）との密接な
コミュニケーションが⾃ずと⽣まれます
• お名前、電話番号、メルアドを登録
• 利用者から「予約」というアクションが必ず⽣まれ「⾒える化」される
• 利用状況（データ）が⾃動的に毎⽇蓄積される

⇒利用者のアクティビティがリアルタイムかつ容易に把握可能
必要に応じて運営者側から連絡することも可能
※このような機能は路線バスやコミバスにはありません

応用例）
一定期間利用が無い⽅へ安否確認のメール/電話/訪問
地域のイベントと連動したバス利用キャンペーンをダイレクトに告知
（⾼齢者もメールやLINEはかなり読んでいる）

地域住⺠の安⼼とアクティビティを向上させるための
身近な「⾃治体DX」として活用できる可能性が⾼い



マルチモーダルモビリティサービス「my route」



“もっと移動したくなる環境づくり”を通じて、

「すべての人の移動の自由」と

「ずっと賑わう街づくり」に貢献したい

都市中心部は、自動車だけでは移動の自由が提供できない。

一方で公共交通維持も難しい課題。高齢者など移動制約者も増加。

↓

社会インフラとして、様々な移動手段の中の一つとして公共交通や自動車を位置づけ、

リアルタイムなユーザー状況・都市状況に応じた、最適な移動手段を提供

my route  ビジョン



提供価値



提供価値



電子チケットの拡販

鉄道・バスチケットの電子
化
→販売チャンスの増加

my routeを活用した今後の目標 ①プラットフォーム

利用データの活用

サブスクリプション商品や
「⾃分だけのチケット」開発
→新たな商品価値の創出

幅広い移動データの可視化
→新たな商品サービス造成へ
移動全体データの把握
→まちづくりへの活⽤
→⾏政との連携に活⽤

→広告販売による収入
→参加事業者からの収入
→利⽤者からの収入

広告販売
参加者からの課⾦



my routeを活用した今後の目標 ②地域レベル

目的地
（天神写
真）

（北九州
写真）

（太宰府
写真）

（観光地
写真）

連
携

・公共交通利用機会の増加
・鉄道駅アクセスの向上と利用者増加
・バス路線の効率化
（駅アクセス強化・他モードへの移管）

・商業施設・観光施設の利用増加
・都市部の魅⼒向上＋渋滞緩和の両
⽴
・郊外への公共交通でのお出かけ推進



my routeを活用した今後の目標 ③広域レベル
福岡・北九州
2019/11 導入

佐賀
2021 導入予定

横浜 2020/7 導入
富山 2021/3 導入
愛知 2021 導入予定

“as a service” の実現で
九州の観光振興に寄与

九州全体でのビジネスチャンス創出

・移動手段の連携による利便性向上
・九州全体の「移動」と「目的地」連携による
商機の拡大
・他地区との差別化による「九州」価値向上

・SUNQパスなど九州広域チケットの発売増
・JR九州やタクシー業界との連携による
マルチモーダルチケットの造成・販売

九州経済連合会・九州観光推進機構
などとの連携による取組の深化

＋

糸島
2021/2導入

沖縄
2022 導入予定

水俣
2020/5 導入

宮崎
2020/11 導入

由布院
2021 導入予定



取り組み事例①
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my route

（参考）福岡市内 1日バスフリー乗⾞券発売状況
紙とデジタルの推移（大人券、⼩児券合算） 単位︓枚



⾼速バス予約の提供
・⻄鉄高速バスの予約システムと連携
（ハイウェイバスドットコム）
・ルート検索結果画⾯から高速バスの
予約画⾯へ遷移
・今後九州内路線への拡大を検討

取り組み事例②



取り組み事例③
ANA航空券予約

ルート検索結果から、ANA国内線航空券予
約、「ANAトラベラーズ ダイナミックパッ
ケージ予約」を利⽤可能に。

タクシー配⾞「JapanTaxi」

「JapanTaxi」のタクシー配⾞サービス
に連携し、⻄鉄タクシーや宮交タク
シーなどをアプリ内で予約・利⽤が可
能。



取り組み事例④



「天神・博多 乗レール買エールチケット」

発売元 発地駅 ⾦額(大人) ⾦額(⼩人)

JR九州 赤間 1,800 1,300
福間 1,600 1,200

鳥栖 1,700 1,250
久留⽶ 1,900 1,350

⻄鉄 二日市・太宰府 1,550 1,200

久留⽶・北野 1,950 1,400
柳川・⽢⽊ 2,200 1,500

大牟田 2,450 1,650

販売期間︓7月22日〜8月29日の土日祝限定（8月14,15日は除く、全13日間）

鉄道 バス 1,000円クーポン

+ +



北九州市様との連携
■公共交通利用促進キャンペーン

【目的】 公共交通の利用促進を図るため、家族やグループで利用可能なお得な１日フリー乗車券を発売。
また、新しい生活様式に対応したデジタル乗車券によるキャッシュレス決済の普及を目指す。

【期間】 令和２年11月１日～令和３年３月28日の土曜日・日曜日・祝日限定
※利用期間は公共交通機関ごとに変更となる場合があり。

【対象】 西鉄バス、市営バス、北九州モノレール、筑豊電気鉄道、関門汽船
（交通事業者ごとに『１日フリー乗車券（グループ券）』を発売）
※相互に利用することはできない。

【販売内容】
 販売価格 1,000円 （デジタル券 800円 ※11月7日から販売開始）
 利用人数 大人３名までor子ども連れなら大人２名＋子ども２名も可
 販売方法 各交通機関の販売所、スマートフォンアプリ
 販売枚数 １８，０００枚（各社販売枚数の合計 ※売り切れ次第終了）







■実証実験期間
2020年11月6日（⾦）〜

■実施エリア
宮崎県宮崎市・日南市及びその近郊

■使用するMaaSアプリ「my route」
・トヨタ⾃動⾞・トヨタファイナンシャルサービスが開発・提供する
「マルチモーダルモビリティーサービス」
・福岡・北九州エリア、神奈川県横浜市、熊本県⽔俣市で展開中

■令和2年度「日本版MaaS推進・支援事業」に選定
・全国38事業が選定
・国土交通省・宮崎県・宮崎市・日南市のご⽀援により官⺠⼀体で実施

■提供サービス
・「複合ルート検索」「チケット予約・決済サービス」など
・「モビリティサービス」と「生活サービス・観光」を組み合わせた様々なコンテンツを提供

ｍyroute 宮崎の実証実験



デジタルチケット発売（決済）
JR＆宮交バス「日南１デーフリーパス」

・JR線は乗⾞券のみ有効
※「海幸⼭幸」など特急列⾞（宮崎〜宮崎空港を除く）
の乗⾞には、別に窓⼝で特急券の購⼊が必要です。

・日南海岸の観光のご利⽤に加え、宮崎市〜日
南市のビジネス・買い物・通院などのお出かけ
にも、おトクにご利⽤いただけます。

・沿線観光施設などでご利⽤いただける
デジタルクーポンもセット。

■11月6日（⾦）より発売

■発売価格︓⼤人2,000円（こども1,000円）

■有効期間︓1日

ｍyroute宮崎 主なサービス①



■11月20日（⾦）より発売

■発売価格︓1,500円

■有効期間︓1日

デジタルチケット発売（決済）
JR＆宮交バス「お買物デジタルきっぷ」

・JR線は乗⾞券のみ有効
※特急列⾞（宮崎〜宮崎空港間を除く）の乗⾞には、
別に窓⼝で特急券の購⼊が必要です。

・JRフリー乗⾞券
＋アミュプラザみやざき商品券1,000円

分、
＋宮崎駅〜街ナカ バスフリー乗⾞券

・JRとバスで街歩きが便利におトクに。

ｍyroute宮崎 主なサービス②



*1︓事前チャージ要*2︓対応銀⾏順次拡大予定*3︓トヨタファイナンス発⾏分

トヨタグループ様との連携



福岡・北九州での提供サービス⼀覧



2021年８月中旬で約210,000DL
（一定のアクティブユーザー獲得）

1か月で5,000〜10,000DL増加

ユーザーアンケートでは、
「とても満⾜」「やや満⾜」併せて
全体の約80％がサービスを好意的に評価
出典︓トヨタ⾃動⾞2019年1月実施 オープンアンケート結果（抜粋）
有効回答数423件（my routeユーザー）

210,000
ダウンロード︕

実 績



とても満⾜
17.7%

やや満⾜
58.6%

やや不満
19.6%

とても不満
4.0%

とても満⾜ やや満⾜ やや不満 とても不満

約80％が好意的に受け止めるなど実用性を確認

・予定していた目的地以外のお店・イベント情報を⾒つけられた

・普段のルートとは違う、便利なバスルートを発⾒した

・サイクルシェアを使うきっかけになった

・バスチケットの現⾦支払や窓口購入の手間が省けて便利

(ユーザーの声)

利用者の反応



JR九州様との連携



これまでJR九州と⻄鉄は、地域の発展を目指し、輸送
サービスの提供やまちづくりに個別に取り組んできた

公共交通の重要性が高まり、モビリティにおける
技術革新等の転換期を迎え、会社ごと・モードごと
ではなく、地域における移動の全体最適化が必要

JR九州と⻄鉄は輸送サービスの利便性向上に
連携して取り組むことを決定

現状

環境の変化

連携の趣旨



1. Maas分野での連携

2. 公共交通のご利用促進につながる輸送サービス
の提供

3. 公共交通の利便性を向上させるための新しい
テクノロジーを活用した輸送サービスの実現

具体的な連携方向性



小倉駅

下曽根駅

城野駅 ３

概要
●路線新設・変更
●沼団地・吉田団地・四季彩の丘団地⇔
下曽根駅系統の新設

●昭和池・弥生が丘⇔下曽根駅⇔⼩倉⽅⾯
の一部便を下曽根駅経由とし回数増

●乗継環境整備
JR下曽根駅構内での施設整備

(バス運⾏情報提⽰等)

路線図

寺迫口

沼団
地

弥⽣が丘

昭和
池

吉田団地
・

四季彩の
丘

両社の新規需要獲得と
バス運転時間削減を実現



中型⾃動運転バス実証実験 （福岡県北九州市、苅田町）

空港と鉄道駅・臨海部の事業所・住宅等をつなぐ交通網の確保

目的︓⾃動運転バスサービスの実装を想定した課題の抽出と技術検証
場所︓福岡県北九州市、苅田町

朽網駅〜北九州空港（延⻑約10.5㎞、既設ルート）
時期（実証走⾏）︓2020年10月22⽇〜11月29⽇（26⽇間）
運⾏計画︓運⾏本数︓6時から21時まで1⽇6往復程度(計308便)

乗降場所︓朽網駅、北九州空港、トヨタ九州苅田工場前
乗客︓前半は関係者、後半は一般客(2,592人乗⾞)

1. 危険情報検知システム

3

トヨタ九州苅田
工場前

＜凡例＞
運行ルート
停車停留所

朽網駅

北九州空港

空港IC入口

空港連絡橋

⾃動運転バス進路
（朽網駅→空港）

左折
巻込
予測

⾃動運転バス進路
（空港→朽網駅）

衝突
危険
予測

対向⾞両
（計測対象）

歩⾏者
（計測対象）

引⽤︓google map
⾒通しが悪い大規模交差点にカメラ・ライダーを設置し、
AIが画像処理して将来位置と交錯を予測

2. ⾼度バーチャル検証システム

事前にバーチャルシミュレーション上で⾛⾏を再現。⾞両
の基本挙動や事故が起きうるケースを確認

出典︓2021.3.25「地域⾃動運転サミット」
⻄日本鉄道投影資料
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実験に使用した⾞両（産総研所有）

【 ⾞ 名 】

【乗⾞定員】

【最高速度】

【 全 ⻑ 】

【 全 幅 】

【 全 高 】

いすゞ自動⾞「エルガ ミオ」

56人（座席28席）

50Km/h

8.99m

2.48m

3.04m

出典︓産総研HP

※⻄鉄含め多くのバス会社で使⽤されている中型路線バスです。
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中型⾃動運転バス実証実験 （福岡県北九州市、苅田町）

２．主な手動介入発⽣要因
・ACCの制動不⾜（頻度︓少）
⇒運転手判断による早めのブレーキによる

・⾞両のふらつき（頻度︓少）
⇒RTK-GPSの測位精度劣化か

・大型交差点右折時の危険回避（頻度︓中）
⇒インフラ・⾞両の双⽅への調整が必要

３．運転⼠の意⾒
・調律の初期段階から乗務したことでシステムの特性
をより深く理解できた

・プロの視点を調律を通じて⾞両挙動に反映したこと
で安全性・円滑性向上、やりがい

北九州空港

朽網駅

信号連携：空港IC入口

＜凡例＞
運行ルート
停車停留所

信号連携：苅田臨空産業団地

信号連携：松山城跡下

信号連携：トヨタ九州苅田

信号連携：新北九州空港入口

トヨタ九州苅田
工場前

信号連携

【運⾏結果】
 手動介入は1便あたり1.22回発生。
 インフラ連携の高い効果を確認、安全確保に向けた事前の取り組みの重要性を認識。
１．主なインフラ連携

・信号情報提供システム（10ヵ所） ・磁気マーカー（1区間上下計1.2Km) ・信号サイクル調整（1ヵ所）
・危険情報検知システム（1ヵ所） ・停止線調整（1ヵ所）

４．安全確保の取り組み
・NTTデータ社によるバーチャルシミュレーション上で
の⾞両挙動の確認やSOMPOリスクマネジメント社
によるリスクアセスメントを事前に⾏い運転士に共有
することで事故リスク最⼩化に努めた

信号連携：朽網駅東

信号連携：小倉南区朽網

信号連携：TOTO前

信号連携：ハンズマン前

信号連携：ビックモーター前
危険情報検知システム

出典︓2021.3.25「地域⾃動運転サミット」
⻄日本鉄道投影資料



【アンケート結果】
 多くの試乗者が「乗り心地良い」と回答
 ⾃動運転への期待は地域の公共交通の維持が多くの回答を集め、実装時の利⽤意向も高い
 試乗後の感想として、無人運転時の事故・トラブル対応を心配する声が多い
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16%
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15%

25%

3%

20%

0% 20% 40% 60% 80%

車両がスムーズに動くか
急ブレーキや急発進がないか

交通事故が起きないか
ｼｽﾃﾑ等の費用増による運賃の値上げ
ｼｽﾃﾑｴﾗｰ･ｻｲﾊﾞｰﾃﾛ等による事故の発生

無人運転時の事故対応
無人運転時の旅客サービス
無人運転時の車内犯罪対応

その他
特にない

バス利用
者 n=91

4

n=62
8

（複数回答）

n=28
6

67.1%

55.9%

59.4%

29.4%

31.5%

30.9%

0.5%

0.3%

2.1%

5.3%

4.3%

1.4%

6.8%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用者

非利用者

全体

利用する

期待するサービスが実現するなら利用す
る

n=914

n=628

n=286

34%

36%

32%

25%

24%

67%

5%

1%

26%

32%

28%

28%

25%

61%

4%

2%

29%

33%

29%

27%

25%

63%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

増便

路線の新設

運行時間の延⻑（深夜・早朝）

時間通りに目的地に到着すること

急ブレーキや急発進がない運行

地域の公共交通の維持

その他

特に期待していない

バス利用者
非利用者
全体 n=914

n=628
n=286

（複数回答）
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1. 試乗者アンケートの主なコメント 2. ⾃動運転への期待

3. 試乗後の懸念事項

減少

4. 実装時の利用意向

• 思った以上に安定していて驚きました。

• 人手不⾜の解消、路線維持に繋がる事
を期待している。

• プロの運転士のほうが安心さは大きかっ
た。

出典︓2021.3.25「地域⾃動運転サミット」
⻄日本鉄道投影資料
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公共交通は経費ではなく「地域への投資」︕
ご清聴ありがとうございバス︕


